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数学 B（後期日程） 解答と出題意図 

※各大問の出題意図と各問の解答を公表する．ただし，各問とも解答を導出するプロセスには，いくつも

のバリエーションがあるので，最終的に求める解のみを公表する． 

 なお，実際の採点では解答を導出するプロセスや記述の論理を重視している． 

 

 １ （出題意図） 

2次関数のグラフや軌跡に関する問題である．放物線の頂点の求め方や軌跡の求め方に関する基本事

項が身に付いているかを問う． 

（解答） 

 ⑴ A (−
1

𝑎
，1 −

1

𝑎
)     

 ⑵ 直線 𝑦 = 𝑥 + 1 ただし，点(0, 1)を除く 

   ※「𝑦 = 𝑥 + 1 (𝑥 ≠ 0)」でも可 

 ⑶ 最小値
√2

2
 𝑎 = 2   

 

 ２  [A]（出題意図） 

整数の性質に関する問題である．倍数の関する基本事項と，与えられた条件から誘導に従って結論を導

く力が備わっているかを問う。 

（解答） 

 ⑴ (略証) 

   𝑛 = 𝑚𝑘 （𝑘は整数）とすると，𝑛 = 𝑚𝑞 + 𝑟 と合わせて， 

𝑚𝑘 = 𝑚𝑞 + 𝑟 すなわち 𝑟 = 𝑚(𝑘 − 𝑞) 

   𝑘 − 𝑞 は整数であるから，𝑟 は 𝑚 の倍数である． 

⑵ (略証) 

   𝑟 = 𝑚𝑙 （𝑙は整数）とすると，𝑛 = 𝑚𝑞 + 𝑟 と合わせて， 

𝑛 = 𝑚𝑞 + 𝑚𝑙 すなわち 𝑛 = 𝑚(𝑞 + 𝑙) 

   𝑞 + 𝑙 は整数であるから，𝑛 は 𝑚 の倍数である． 

 ⑶ 𝑛 = 1000𝑎 + 100𝑏 + 10𝑐 + 𝑑 

⑷ (略証) 

  −𝑎 + 𝑏 − 𝑐 + 𝑑 = 11𝑚 とおく．⑶より 𝑛 = 1000𝑎 + 100𝑏 + 10𝑐 + 𝑑 であるから， 

𝑛 = 1001𝑎 + 99𝑏 + 11𝑐 + (−𝑎 + 𝑏 − 𝑐 + 𝑑) 

= 11 × 91𝑎 + 11 × 9𝑏 + 11𝑐 + 11𝑚 

= 11(91𝑎 + 9𝑏 + 𝑐 + 𝑚) 

   91𝑎 + 9𝑏 + 𝑐 + 𝑚 は整数であるから，𝑛 は 11 の倍数である． 
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 ２  [B]（出題意図） 

反復試行の確率に関する問題である．反復試行の確率についての基本的な計算力が身に付いているかを

問う．また，場合分けなどを用いて問題を正しく整理して考える力を問う． 

 

（解答） 

 ⑴ 
64

81
      ⑵ 

23

36
   

 

 

 

 

 ３ （出題意図） 

指数の形で与えられた大きな数について，常用対数を用いる方法に関する理解力を問う．また，与えら

れた 0.301< log10 2 < 0.302 などの不等式を用いて大小を比較する論証力や，最高位の数値に着目す

る洞察力など，総合的な力が備わっているかを問う． 

（解答） 

 ⑴ 24 桁 

⑵ 350 の方が大きい 

  （理由の要点） 

   278，350 について，それぞれ常用対数をとり，与えられた不等式を用いて評価を行うと， 

1023.478 < 278 < 1023.556， 1023.85 < 350 < 1023.90 

であることが示されるので，350 の方が大きいことがわかる． 

（※その他，論理的に正しい理由が述べられている場合は同等に評価している．） 

 

 ⑶ 𝑋 と 𝑌 の桁数は異なる（𝑌の桁数の方が 1 つ大きい）， 

 𝑌 の最高位の数：1 

（理由の要点） 

   278，350 について，それぞれ最高位の数を考えると， 

3 × 1023 < 278 < 4 × 1023， 7 × 1023 < 350 < 8 × 1023 

であることが示される（278，350の最高位の数はそれぞれ 3，7 であることが分かる）．これより， 

1 × 1024 < 278 + 350 < 1.2 × 1024 

であるから，𝑋 = 350 は 24 桁，𝑌 = 278 + 350 は 25 桁となり，桁数は異なる． 

また，𝑌 = 278 + 350 の最高位の数は 1 

（※その他，論理的に正しい理由が述べられている場合は同等に評価している．） 
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